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次
頁
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
に
一
枚
の
写
真
が
あ
る
。
こ
れ
は
羽
田
海
水
浴
場
の
開
場
記
念
に
販

売
さ
れ
た
絵
は
が
き
で
あ
る
。

明
治
四
十
四
年
七
月
五
日
、
京
浜
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
現
在
の
京
浜
急

行
）
が
乗
客
誘
致
の
た
め
に
資
金
を
投
じ
て
羽
田
海
水
浴
場
を
開
設
し
て
い

る
。
こ
の
写
真
に
は
、
大
隈
重
信
が
主
と
し
て
写
っ
て
い
る
が
、「
報
知
新

聞
社
と
提
携
し
、
同
社
の
主
催
で
、
大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一
な
ど
来
賓
を
迎

え
開
場
式
を
挙
行
」
し
た
。
こ
の
写
真
を
掲
載
し
た
『
月
刊
お
と
な
り
さ
ん
』

の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
開
場
式
で
は
、
実
践
女
子
学
園
の
創
設
者
で
あ
る
下

田
歌
子
女
史
も
演
説
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
報
知
七
十
年
』
に
は
、「
羽

田
扇
ヶ
浦
に
、
本
社
主
催
の
海
水
浴
場
開
場
式
を
行
ふ
。
大
隈
重
信
伯
、
澁

澤
榮
一
男
、
下
田
歌
子
女
史
と
い
ふ
當
代
第
一
流
の
顔
が
揃
ひ
、
頗
る
豪
華

な
開
場
式
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
人
氣
を
煽
り
、
十
六
日
の
藪
入
り
に
は
入
場

者
一
萬
を
超
え
、
羽
田
始
ま
つ
て
以
来
の
壮
観
を
呈
し
た
」
と
あ
る
。
こ
う

い
う
顔
ぶ
れ
が
開
場
式
に
祝
辞
を
述
べ
た
こ
と
が
、
客
の
出
足
に
も
影
響
し

た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

大
田
区
臨
海
部
の
余
暇
利
用
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
七
年
の
八
景
園
の
創

設
に
始
ま
り
、
明
治
二
十
四
年
に
は
、
東
京
湾
初
と
な
る
大
森
海
水
浴
場
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
七
年
以
降
、
羽
田
地
区
に
鉱
泉
街
が
形
成
さ

れ
、
保
養
歓
楽
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
評
判
も
あ
っ
て
か
、

明
治
三
十
五
年
に
は
、
美
子
皇
后
が
八
景
園
内
の
加
納
子
爵
邸
を
訪
れ
て
い

る
。
明
治
四
十
四
年
の
羽
田
海
水
浴
場
の
開
設
は
、
こ
の
地
区
の
余
暇
利
用

の
頂
点
に
位
置
す
る
四
箇
所
目
の
海
水
浴
場
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
次
頁
の
こ
の
写
真
、
大
隈
伯
か
ら
目
を
転
じ
て
よ
く
見
る
と
、
卓

上
の
花
の
陰
に
一
人
の
婦
人
が
座
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
ど
う
や

ら
、
こ
れ
が
下
田
歌
子
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
あ
ふ
れ
る
よ
う
な

紳
士
諸
氏
で
真
っ
黒
に
見
え
る
中
で
唯
一
の
女
性
著
名
人
、
こ
れ
が
下
田
歌

子
で
あ
り
、
常
に
歌
子
を
取
り
巻
く
光
景
で
あ
っ
た
。
下
田
歌
子
と
は
、
こ
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う
い
う
風
景
の
中
を
生
き
た
「
當
代
第
一
流
」
で
「
豪
華
」
の
一
端
を
担
う
女

性
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
下
田
歌
子
は
、
明

治
四
十
四
年
七
月
十
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
大
き
く
『
婦
人
禮
法
』
に
つ

い
て
「
下
田
歌
子
先
生
新
著
製
本
出
来
」
と
実
業
之
日
本
社
の
広
告
が
載
り
、

人
気
の
著
者
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
年
、
満
年
齢
で
下
田
歌
子
は
五
十
六
歳
で
あ
る
。
私
立
実
践
女
学
校

を
創
設
し
て
十
年
余
、
渋
谷
を
拠
点
に
、
日
清
関
係
に
女
子
教
育
を
通
じ

て
貢
献
、
清
国
の
女
子
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
、
要
請
に
よ
り
蒙
古
カ

ラ
チ
ン
王
国（
現
中
華
人
民
共
和
国
）に
教
え
子
を
推
薦
し
て
派
遣
し
た
り
、

日
英
博
覧
会
に
参
加
し
、
生
徒
た
ち
の
工
芸
作
品
を
出
品
し
た
り
、
歌
子

自
身
の
英
文
歌
集
を
発
刊
す
る
な
ど
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
女
性
著
名
人

で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
男
性
優
位
の
こ
う
い
う
写
真
に
代
表
さ
れ
る
社
会
を
生
き
る
、

も
し
く
は
こ
う
い
う
風
景
の
中
を
生
き
抜
く
に
お
い
て
、
男
性
で
な
く
女
性

で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
の
実
績
を
示
し
つ
つ
生
き
て
い
く
に
は
、
ど
ん

な
努
力
と
ど
ん
な
配
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
歌
子
は
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
さ
せ
る
端
緒
と
な
る
写
真
で
あ
る
。

次
に
、
下
田
歌
子
の
氏
名
を
入
れ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
ク
イ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
と
ソ
フ
ト
は
、
右
の
ス
ラ
イ
ド
よ
う
な
資
料
を
自
動
で
作 

る
。
筆
者
は
タ
イ
ト
ル
以
外
に
手
を
入
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
と
、
平
尾
鉐
の
生
ま
れ
年
は
嘉
永
七
年
と
な
る
。
私
た
ち
は
安
政
元
年
と

呼
び
習
わ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
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幸
い
に
し
て
「
安
政
の
大
地
震
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。
そ
の
日
付

か
ら
推
し
て
「
嘉
永
」
な
の
か
「
安
政
」
な
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
湯
村

哲
男
は
、「
過
去
の
被
害
地
震
の
和
暦
年
代
を
見
る
と
改
元
に
つ
い
て
の
考

慮
が
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
、「
た
と
え
ば
、『
安
政
元
年
の
大
地
震
』
と
い

わ
れ
て
い
る
古
今
未
曾
有
の
大
地
震
が
発
生
し
た
の
は
、
安
政
年
間
で
は
な

く
、
嘉
永
7
年
11
月
4
日
で
あ
り
、
こ
の
大
地
震
後
11
月
27
日
に
改
元
さ
れ

て
安
政
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
通
称
『
安
政
の
大
地
震
』
は

本
来
な
ら
ば
、『
嘉
永
の
大
地
震
』
と
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
添
え
ら
れ
た
西
暦
で
見
る
と
そ
の
震
災
日
は
、
一
八
五
四
年

十
二
月
二
十
三
日
と
な
る
。
湯
村
に
対
し
、
神
田
茂
は
「
本
邦
に
お
け
る
被

害
地
震
の
日
本
暦
の
改
元
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
明
治
以
前
は
大
日
本
史

料
そ
の
他
普
通
の
年
表
は
正
月
1
日
に
改
元
を
遡
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
。「
明
治
以
前
の
改
元
は
、
詔
勅
に
『
慶
応
4
年
を
明
治
元
年
と
す
る
』
と

い
う
意
味
の
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
て
従
っ
て
改
元
前
に
遡
り
、
1
月
1

日
か
ら
明
治
元
年
と
呼
ぶ
の
で
、
す
べ
て
の
歴
史
年
表
は
1
月
1
日
か
ら

改
元
後
の
年
号
を
採
用
す
る
」
と
あ
る
。
結
論
と
し
て
明
治
よ
り
以
前
は
、

一
月
一
日
に
遡
っ
て
改
元
と
な
る
の
で
、
大
正
以
降
の
改
元
と
は
、「
別
の

取
り
扱
い
を
す
べ
き
」
と
「
慣
例
に
従
う
べ
き
」
こ
と
に
注
意
を
促
し
つ
つ
、

「
嘉
永
7
年
11
月
4
日
の
大
地
震
」
は
、
た
と
え
改
元
日
が
十
一
月
二
十
七

日
で
あ
っ
て
も
、「
安
政
の
大
地
震
」
と
よ
ん
で
「
差
支
え
な
い
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
頃
に
は
、
天
皇
の
代
替
わ
り
に
よ
る
改
元
で
は
な
く
、
天
変
地
異

や
重
大
事
件
が
頻
発
す
る
と
改
元
を
し
て
い
た
経
緯
も
あ
る
。
天
変
地
異

や
、
時
代
的
に
激
動
期
に
突
入
し
た
こ
と
を
重
大
視
し
て
「
安
政
」
を
祈
っ
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て
の
改
元
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
則
る
と
下
田
歌
子
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
の
は
、
安
政
元
年
「
8
月

8
日
」と
な
る
が
、
西
暦
に
直
す
と
確
か
に「
１
８
５
４
年
9
月
29
日
」と
な

る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
も
っ
て
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
明
治
六
年
一

月
一
日
と
し
、
旧
暦
の
使
用
を
改
め
、
以
降
の
和
暦
月
日
は
現
行
西
暦
と
同

じ
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
が
必
要
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
明
治
五
年
に
平
尾
鉐
は
宮
中
に
出
仕
し
て
い
る
が
、
そ

の
日
付
は
十
月
二
十
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
後
年
の
資
料
も
当
時
の
辞
令

の
日
付
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
新
暦
に
統
一
す
る
場
合
、
実
は

一
八
七
二
年
十
一
月
二
十
三
日
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

問
題
で
あ
る
。
旧
暦
使
用
に
よ
る
年
譜
上
の
日
付
の
ず
れ
を
新
暦
に
修
正

し
、
統
一
し
て
い
く
作
業
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

年
譜
作
成
の
観
点
か
ら
津
田
梅
子
関
係
資
料
に
あ
た
る
こ
と
が
多
い
が
、

下
田
と
津
田
関
係
資
料
と
を
照
合
す
る
と
食
い
違
い
も
発
生
す
る
。
た
と
え

ば
、
下
田
歌
子
の
桃
夭
女
塾
創
設
に
つ
い
て
、『
津
田
梅
子
文
書
』
や
山
﨑

孝
子
『
津
田
梅
子
』
の
年
表
で
は
、
明
治
14
年
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
も
こ

れ
を
踏
襲
す
る
論
文
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
実
践
桜
会
が
長
年
配
布
し
て

き
た
『
下
田
歌
子
小
伝
』（
以
下
「
小
伝
」
と
す
る
）
に
は
、
明
治
15
年
「
私
立

桃
夭
学
校
を
創
設
し
て
、
上
流
子
女
の
教
育
に
当
た
る
」
と
あ
る
。
こ
の
違

い
の
も
と
に
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く『
下
田
歌
子
先
生
伝
』（
以
下「
先
生
伝
」
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と
す
る
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
先
生
伝
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

明
治
十
四
年
、
辛
巳
の
歳
の
某
日
、
先
生
は
さ
う
し
た
周
囲
の
慫
慂

と
懇
望
も
だ
し
が
た
く
、
意
を
決
し
て
ま
づ
蹶
起
し
た
。
そ
し
て
別
に

業
々
し
い
看
板
こ
そ
、
玄
関
先
に
下
げ
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

麹
町
區
一
番
町
の
邸
宅
を
、
み
づ
か
ら
「
桃
夭
女
塾
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
。

し
か
し
、『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、「
時
代
の
進
展
に
伴
っ

て
、
東
京
や
京
都
で
私
立
の
女
学
校
や
女
塾
が
次
第
に
設
立
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
自
分
た
ち
の
子
女
も
含
め
て
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
女
子
の
教
育
を

有
能
な
女
性
教
師
の
手
に
託
し
た
い
と
い
う
要
望
」
と
「
平
尾
家
の
生
計
維

持
」と
い
う「
家
庭
内
の
事
情
」か
ら
明
治
十
五
年
に
麹
町
区
一
番
町
に
住
居

を
移
し
、
同
年
三
月
に
「
下
田
学
校
開
業
上
申
書
」
を
提
出
し
、
六
月
に
校

名
を「
桃
夭
学
校
」と
改
称
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
学
に
は
、
前
述
の「
下

田
学
校
開
業
上
申
書
」と「
学
校
名
称
改
定
届
」が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
事
実

関
係
は
こ
れ
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
年
下
田
研
究
の

基
本
と
さ
れ
て
き
た
「
先
生
伝
」
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
発
生
し
て
い
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。

さ
て
、
津
田
梅
子
関
係
資
料
と
の
照
合
作
業
に
よ
っ
て
、
津
田
梅
子
と
下

田
と
の
接
点
や
関
係
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
が
出
会
う
の

は
、
明
治
十
六
年
十
一
月
三
日
の
こ
と
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
に
鹿
鳴
館
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開
館
を
控
え
た
欧
化
政
策
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
時
期
に
、
井
上

外
務
卿
官
邸
で
開
か
れ
た
天
長
節
の
夜
会
に
お
い
て
、
当
時
十
九
歳
の
津
田

梅
子
は
、
伊
藤
博
文
を
介
し
て
当
時
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
下
田
歌
子
に
紹
介

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
津
田
は
、
伊
藤
博
文
の
招
き
に
よ
っ
て
伊
藤
邸
に
客
分

と
し
て
滞
在
し
、
英
語
や
社
交
の
振
る
舞
い
な
ど
を
教
授
し
て
い
た
時
期
が

あ
る
。
前
年
に
桃
夭
女
塾
を
開
い
た
ば
か
り
の
下
田
歌
子
は
、
英
語
教
育
の

重
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
、
桃
夭
女
塾
の
英
語
教
師
に
津
田
を
懇
望
、

伊
藤
博
文
の
仲
介
で
、
津
田
梅
子
は
明
治
十
七
年
二
月
か
ら
桃
夭
女
塾
で
英

語
を
教
授
す
る
傍
ら
、
歌
子
に
も
英
語
を
教
え
、
代
わ
り
に
歌
子
か
ら
日
本

語
や
習
字
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
桃
夭
女
塾
の
最
初
の
入
門

生
の
一
人
で
あ
っ
た
辻
村
靖
子
は
、
津
田
梅
子
が
後
年
私
塾
を
開
い
た
折
に

国
語
教
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
華
族
女
学
校
の
開
学
に
つ
い
て
、
山
﨑
孝
子
は
、「
梅
子
が
伊

藤
家
に
滞
在
中
に
宮
内
卿
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
伊
藤
と
、
彼
の
意
を
受
け

奔
走
し
た
下
田
歌
子
」に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
明
治
十
八
年
の「
十

月
か
ら
授
業
を
始
め
、
十
一
月
に
開
校
式
を
挙
げ
た
」
と
い
う
。
下
田
歌
子

が
夫
猛
雄
を
明
治
十
七
年
五
月
二
十
三
日
に
亡
く
し
て
か
ら
、
あ
た
か
も

四
十
九
日
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
七
月
十
日
、
再
び
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命

し
、
華
族
女
学
校
創
設
に
尽
力
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
美
子
皇
后
の
意
向

だ
け
で
な
く
、
山
﨑
が
伊
藤
博
文
の
意
向
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
は
注

意
を
払
い
た
い
。
山
﨑
は
、「
開
設
当
初
は
、
学
習
院
女
子
部
か
ら
三
十
八

名
に
歌
子
の
桃
夭
女
塾
か
ら
約
六
十
名
、
そ
れ
に
新
し
く
入
学
し
た
も
の

も
加
え
て
生
徒
数
は
全
部
で
百
四
十
三
名
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
前
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身
で
あ
る
学
習
院
女
子
部
よ
り
、
桃
夭
女
塾
か
ら
の
生
徒
が
多
い
こ
と
も

含
め
て
歌
子
の
尽
力
ぶ
り
が
目
立
つ
。
下
田
が
華
族
女
学
校
の
幹
事
兼
教

授
に
任
じ
ら
れ
た
明
治
十
八
年
九
月
十
四
日
付
で
、
桃
夭
女
塾
の
生
徒
た

ち
の
移
籍
も
行
わ
れ
て
い
る
。

「
小
伝
」
の
華
族
女
学
校
開
設
の
項
に
は
、「
幹
事
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、

校
長
事
務
を
代
行
す
る
」
と
い
う
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も

幹
事
で
あ
る
か
ら
、
別
に
校
長
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
校
長
事
務
を
代

行
し
た
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
記
載
で
あ
る
。
山
﨑
は
「
初
代
校
長
は
谷 

干た
て

城き

で
」「
そ
の
後
ほ
ど
な
く
同
年
末
に
内
閣
制
度
制
定
に
伴
な
い
、
谷
干

城
が
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
農
商
務
大
臣
と
な
っ
て
入
閣
し
た
あ
と
は
歌
子
が

学
監
と
な
っ
て
校
長
事
務
を
代
行
し
、
翌
々
年
一
八
八
七
年（
明
治
二
〇
年
）

に
大
鳥
圭
介
が
二
代
目
の
校
長
に
就
任
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
す
る
と
、

歌
子
が
校
長
事
務
を
代
行
し
た
の
は
、
谷
校
長
が
大
臣
の
起
用
を
受
け
た
の

で
、
校
長
業
務
に
支
障
が
出
た
か
ら
で
あ
る
。
山
﨑
の
書
き
ぶ
り
で
行
け

ば
、
歌
子
が
学
監
に
任
じ
ら
れ
た
明
治
十
九
年
二
月
十
日
以
降
に
校
長
事
務

を
代
行
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
確
認
が
必
要
に
な

る
。
し
か
し
、
山
﨑
の
記
述
は
、
内
閣
の
動
き
や
人
事
な
ど
、
下
田
歌
子
の

教
育
者
と
し
て
の
歩
み
に
当
時
の
政
治
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明

確
に
伝
え
て
お
り
、
歌
子
が
自
覚
し
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治

的
に
は
、
伊
藤
系
の
カ
ラ
ー
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
は
、
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
津
田
梅
子
関
係
資

料
は
、関
わ
り
の
あ
っ
た
周
辺
の
人
物
の
動
き
を
立
体
的
に
記
述
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
下
田
歌
子
を
自
立
し
た
女
性
の
先
駆
者
と
し
て
捉
え
る
上
で

20

21



(24)髙瀨真理子   下田歌子先生再入門
105

も
非
常
に
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
歌
子
は
、
当
時
活
躍
し
た
他
の
女
性
た
ち

と
同
様
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
等
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
政
治
力
学
が
絡
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意
図
や
狙
い
は
さ
ら
に
分

か
り
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
真
辺
美
佐
に
よ
れ
ば
、「
明
治
二
十
年
一
月
十
七
日
に
は
、
皇
后

に
よ
っ
て
『
女
子
服
制
に
関
す
る
思
召
書
』
が
内
閣
各
大
臣
・
勅
任
官
及
び

華
族
一
般
に
示
達
さ
れ
」、「
明
治
十
九
年
の
鹿
鳴
館
に
お
け
る
天
長
節
の
夜

会
を
は
じ
め
、
こ
れ
以
降
に
行
わ
れ
た
夜
会
・
宴
会
で
は
、
皇
族
妃
は
じ
め

参
集
し
た
ほ
と
ん
ど
の
婦
人
が
洋
服
を
着
用
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
真
辺
は
、
村
松
梢
風
の『
女
傑
伝
』を
参
考
に「
そ
れ
ら
の
夜
会
・
宴

会
に
は
、『
社
交
界
の
女
王
』
と
形
容
さ
れ
た
華
族
女
学
校
学
監
下
田
歌
子

も
、
毎
回
の
よ
う
に
洋
装
し
て
出
席
し
て
い
た
」
と
い
う
一
文
を
加
え
て
い

る
。
下
田
が
「
豪
華
」
で
あ
る
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

政
治
力
学
の
問
題
と
関
わ
る
の
が
、
大
庭
み
な
子
が
資
料
と
し
た
梅
子
の

書
簡
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
た
だ
女
を
悪
者
に
す
る
風
潮
に
、
梅
子
は
不

快
な
面
持
ち
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、
た
と
え
ば
一
八
八
七
年
三
月
十
六

日
付
書
簡
を
用
い
て
、
大
庭
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
の
男
性
は
、
素
人
の
女
に
は
近
づ
か
ず
、
女
は
正
当
な
方
法
で

は
男
性
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
結
婚
の
相
手
を
自
分

で
見
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
社
会
は
西
欧
化
さ
れ
た
新
し
い

女
の
生
き
方
に
は
厳
し
く
、
森
有
礼
夫
人
や
捨
松
や
、
下
田
歌
子
の
ス
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キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
も
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
梅
子
は
首
を
振
っ

て
い
る
。

実
際
に
下
田
歌
子
に
つ
い
て
触
れ
た
梅
子
の
書
簡
に
一
八
八
六
年
十
一
月

二
十
八
日
付
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
十
日
は
前
述
の
華
族
女
学
校

学
監
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
三
月
か
ら
明
治
二
十
年
四
月
に
か
け
て
『
国
文

小
学
読
本
』
全
八
巻
九
冊
を
編
纂
刊
行
し
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
日
付
の
前

日
に
当
た
る
二
十
七
日
付
で
正
六
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
梅
子
も
開
校
当
初

か
ら
華
族
女
学
校
の
英
語
教
師
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
教
授
補
、
翌
十
九
年

の
二
月
、
職
制
の
変
更
に
伴
い
一
時
嘱
託
教
師
と
な
り
、
十
一
月
に
は
教
授

に
任
ぜ
ら
れ
、
奉
任
官
六
等
年
俸
五
百
円
を
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歌
子

に
と
っ
て
順
風
満
帆
に
見
え
る
こ
の
時
期
に
梅
子
の
書
い
た
こ
の
書
簡
は
、

こ
の
時
代
の
女
性
の
生
き
難
さ
を
現
代
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

下
田
夫
人
は
病
気
で
寝
て
い
ま
す
。
彼
女
の
病
気
の
半
分
以
上
は
世

間
の
噂
の
せ
い
で
す
。
彼
女
は
気
管
支
炎
を
起
こ
し
て
い
る
と
か
で
、

気
の
毒
な
こ
と
で
す
。
彼
女
は
有
名
人
な
の
で
、
そ
し
て
政
府
の
学
校

の
ヘ
ッ
ド
で
す
か
ら
敵
も
多
い
の
で
す
。
ゴ
シ
ッ
プ
は
い
つ
ま
で
続
く

こ
と
や
ら
。

幸
い
捨
松
の
噂
は
下
火
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
昔
の
よ
う
に
外

出
も
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
山
将
軍
は
ま
た
地
方
に
旅
行
中
で
、
捨

松
は
子
供
た
ち
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
書
簡
の
後
半
は
大
山
（
山
川
）
捨
松
の
消
息
で
あ
る
が
、
大
山
元
帥

の
よ
う
な
有
力
な
夫
を
持
っ
て
い
る
捨
松
で
す
ら
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
、
い
や
な
噂
に
悩
ま
さ
れ
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
て
、
ま
し
て
や
特

に
後
ろ
盾
の
な
い
未
亡
人
の
歌
子
が
、
ど
れ
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
た
か
が
分
か

る
書
簡
で
あ
る
。
梅
子
は
十
二
月
七
日
付
で
も
日
本
女
性
の
お
か
れ
た
不
幸

な
立
場
を
隠
さ
ず
に
書
い
て
い
て
、
そ
こ
に
は
歌
子
や
捨
松
の
こ
と
に
も
言

及
が
あ
る
。
ま
た
一
方
、
そ
う
い
う
こ
と
が
発
生
す
る
原
因
に
つ
い
て
「
政

治
的
な
理
由
が
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、「
そ
の
意
味
で
、
私
が
伊

藤
家
に
長
く
留
ま
ら
ず
、
伊
藤
氏
が
総
理
に
な
っ
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
は
誰
に
も
嫉
妬
や
羨
望
の
目
で
見
ら
れ
て
悪
口
を
言
わ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
自
分
の
道
を
進
め
て
幸
運
で
し
た
」と
書
い
て
い
る
。
大
庭
は「
奉

任
官
待
遇
は
下
田
歌
子
と
津
田
梅
子
だ
け
で
、
歌
子
は
学
監
（
梅
子
は
副
校

長
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
）
と
な
り
、
年
俸
千
五
百
円
か
そ
れ
以
上
と

言
う
こ
と
だ
っ
た
。」
と
書
き
足
し
て
い
て
、
梅
子
の
言
う
「
羨
望
や
嫉
妬
」

の
中
身
に
、
身
分
地
位
だ
け
で
な
く
、
女
だ
て
ら
に
高
額
の
給
料
を
も
ら
う

こ
と
に
つ
い
て
も
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
下
田
歌
子
の

業
績
を
考
え
る
際
に
、
華
々
し
い
業
績
の
光
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
時
代
を

先
駆
け
て
い
た
が
故
の
影
の
部
分
を
も
総
合
的
に
見
て
、
き
ち
ん
と
す
く
い

上
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
器
の
大
き
な
女
性
で
は
あ
っ
た

ろ
う
が
、
万
能
で
は
な
い
一
人
の
女
性
の
人
生
を
追
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

下
田
歌
子
の
光
と
影
の
両
方
を
追
う
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
先

駆
的
開
拓
者
の
苦
労
と
し
て
、
新
た
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

26

下
田
歌
子
を
考
え
る
上
で
、
も
う
一
つ
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
れ
は

皇
后
と
の
関
係
で
あ
る
。
歌
子
は
、
幼
少
期
か
ら
和
歌
の
才
に
優
れ
、
ま

た
時
代
が
幕
末
か
ら
明
治
へ
と
大
き
く
う
ね
る
と
き
に
生
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
奇
し
く
も
武
家
出
身
の
女
官
と
い
う
数
奇
な
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ

た
。
美
子
皇
后
と
の
出
会
い
か
ら
、
歌
子
と
い
う
名
を
賜
り
、
女
子
教
育
に

目
覚
め
、
皇
女
教
育
の
た
め
に
欧
米
視
察
に
出
た
こ
と
か
ら
さ
ら
に
視
野
が

広
が
っ
て
、
実
践
女
学
校
の
創
立
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
下
田
が
、
美
子
皇

后
の
女
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
貞
明
皇
后
と
の
関
係

が
、
皇
女
た
ち
と
の
関
係
と
は
別
の
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
原
武
史
は
、『
皇
后
考
』
の
中
で
貞
明
皇
后
の
難
し
い
立
場
を
、
ま

た
、
男
子
に
し
か
皇
位
継
承
が
な
い
故
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
る
皇
女
た
ち
の
こ
と

を
書
い
て
い
る
が
、
皇
后
の
立
場
の
難
し
さ
と
皇
室
の
近
代
化
、
並
び
に
世

継
ぎ
問
題
と
一
夫
一
婦
制
の
確
立
の
難
し
さ
に
も
触
れ
て
い
る
。

大
正
天
皇
の
皇
后
節
子
は
、「
健
康
申
分
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ

た
妃
で
、
そ
れ
以
前
の
伏
見
宮
貞
愛
親
王
の
第
一
王
女
禎さ

ち

子こ

と
皇
太
子
の
婚

約
解
消
後
に
選
ば
れ
た
が
、
容
姿
に
問
題
が
あ
っ
た
。
見
た
目
の
問
題
よ
り

も
皇
子
を
生
む
こ
と
が
重
要
だ
と
の
判
断
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
歌
子
自
身

の
評
価
も
驚
く
ほ
ど
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
歓
迎
さ
れ
な
い
状
況
で
第
一
子
裕
仁
を
生
み
、
第
二
子
を
懐
妊
し
て
か

ら
「
精
神
的
落
ち
込
み
」
が
ひ
ど
く
な
り
、
原
は
、「
こ
の
と
き
、
皇
后
美
子

の
分
身
と
し
て
動
い
た
の
が
下
田
歌
子
で
あ
っ
た
」と
指
摘
し
て
い
る
。『
皇

后
考
』
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
深
く
追
わ
な
い
が
、
元
と
な
る
資
料
の
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確
認
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
特
筆
す
べ
き
は
、
歌
子
が
神
功
皇
后
の

講
話
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
皇
后
は
天
皇
と
は
違
い
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

皇
后
で
あ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
嫁
し
て
皇
后
と
な
る
身
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
、
神
功
皇
后
や
光
明
皇
后
の
よ
う
な
古
い
時
代
か
ら
と

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
歌
子
が
神
功
皇
后
の

何
を
強
調
し
て
節
子
皇
后
に
伝
え
た
か
も
重
要
で
あ
る
。
問
題
が
大
き
い
の

で
、
稿
を
別
に
立
て
る
こ
と
を
考
え
た
い
が
、
神
功
皇
后
に
つ
い
て
は
『
愛

国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
板
垣
弘
子
編
の
『
下
田
歌
子
著
作

集
』
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
節
子
皇
后
と
歌
子
の
関

係
が
強
く
な
り
、
節
子
皇
后
に
対
し
て
裕
仁
も
非
常
に
神
経
を
使
う
強
い
存

在
と
な
っ
て
い
く
こ
と
や
、
乃
木
希
典
の
よ
う
に
下
田
歌
子
の
影
響
力
を
嫌

う
人
々
が
出
て
く
る
こ
と
に
も
十
分
に
配
慮
し
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
美
子
皇
后
の
影
響
下
に
あ
っ
た
歌
子
が
、
華
族
女
学
校
で
教
え
た

こ
と
も
あ
る
節
子
皇
后
に
影
響
を
与
え
る
存
在
に
変
わ
り
、
節
子
皇
后
が
歌

子
の
力
を
得
て
、
強
い
皇
后
に
育
つ
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
し
さ
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
は
こ
こ
に
も
政
治
的
な
力
学
が
働
く
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
現
在
の
下
田
歌
子
研
究
の
状
況
を
文
学
的
側
面
か
ら
概
観
す

る
と
、
小
林
修
教
授（
当
時
）に
よ
っ
て
平
尾
鉐
の
和
歌
の
力
量
と
評
判
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
宮
中
へ
の
出
仕
に
至
る
経
緯
を
明
確
に
す
る
も

の
と
も
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
歌
子
」
名
下
賜
前
後
の
状
況
も

明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、『
香
雪
叢
書
』
に
お
い
て
も
索
引
等
が

な
く
、
研
究
の
た
め
の
便
宜
が
十
分
で
な
い
。
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
て

30

31

32

も
、
下
田
歌
子
が
美
子
皇
后
か
ら
「
歌
子
」
と
い
う
名
を
賜
っ
た
と
い
う
こ

と
以
上
に
和
歌
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
が
十
分
で
な
い
だ

け
で
な
く
、
作
品
群
を
整
理
し
切
れ
て
い
な
い
の
は
、
問
題
で
あ
り
、
今
年

度
は
多
く
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
研
究
所
全
体
の
課
題
と
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
国

文
学
科
に
は
、
木
俣
修
教
授
が
在
籍
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
、
そ
の
薫
陶

の
下
に
あ
っ
た
卒
業
生
に
は
、
是
非
読
解
の
面
で
も
ご
参
加
願
い
た
い
。
さ

ら
に
、
速
記
録
が
残
っ
て
い
る
下
田
歌
子
の
「
源
氏
物
語
講
義
」
に
つ
い
て
、

こ
ち
ら
は
、
速
記
の
解
読
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
よ
り
、
く
ず
し
字
が
読
め
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
速
記
に
つ
い
て
も
読
め
る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
と
言

え
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
先
も
諦
め
る
こ
と
な
く
、
可
能
性
を
探
り
続
け

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
実
践
の
国
文
学
は
、
下
田
歌
子
の
和
歌
と
源
氏

物
語
が
源
流
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
下
田
歌
子
が
執
筆
し
た
日
本
語
学
に
関
わ

る
も
の
、
女
性
の
生
き
方
や
歴
史
に
つ
な
が
る
も
の
な
ど
裾
野
が
広
が
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
下
田
歌
子
の
学
問
的
守
備
範
囲
は
広
く
、
家
政
学
や
人

間
工
学
の
よ
う
な
も
の
な
ど
、
文
理
を
ま
た
い
で
広
く
優
れ
た
見
識
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
な
が
ら
多
方
面
に
わ
た
っ
て
研
究
が
発
展
す
る

こ
と
を
望
む
。

本
稿
で
は
、
政
治
思
想
的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
が
、
下
田
の
関
わ
っ

た
帝
国
婦
人
協
会
、
愛
国
婦
人
会
と
、
軍
国
主
義
の
色
彩
の
強
い
国
防
婦
人

会
と
の
違
い
な
ど
も
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
未
亡
人

に
対
す
る
福
祉
や
自
立
支
援
な
ど
の
観
点
が
あ
っ
た
た
め
に
、
下
田
の
亡
く
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な
っ
た
昭
和
十
一
年
以
降
、
国
防
婦
人
会
に
飲
み
込
ま
れ
た
可
能
性
は
考
え

ら
れ
る
が
、
戦
後
の
一
時
期
、
下
田
歌
子
に
つ
い
て
語
り
難
い
時
代
を
持
っ

た
こ
と
は
、
学
園
の
不
幸
で
あ
る
。

そ
の
他
、
歌
子
の
生
涯
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
残
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
結
婚
時
期
の
問
題
や
下
田
資
料
内
に
あ
る
難
読
戸
籍
資
料
に
つ
い

て
、
判
読
で
き
て
も
事
情
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
歌
子
の
養
子
の
存
在
も
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
年
譜
上
の
問
題
も
多
く
抱
え

て
い
る
。

節
子
皇
后
に
は
神
功
皇
后
の
力
強
さ
を
説
い
た
歌
子
で
あ
っ
た
が
、
歌
子

自
身
が
好
ん
だ
の
は
、
春
日
局
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
板
垣
弘
子
の
口
頭

で
の
指
摘
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
見
定
め
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
下
田
歌
子
の
全
体
像
の
把

握
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

注1 

『
月
刊
お
と
な
り
さ
ん
』（
大
田
区
の
地
域
誌
：
２
０
１
２
年
2
月 

３
４
３
号
） 

p. 10–11

。
な
お
、
こ
の
写
真
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
こ
の
雑
誌
の
発
行
所

で
あ
る
株
式
会
社
ハ
ー
ツ
＆
マ
イ
ン
ズ
、
西
村
隆
太
氏
か
ら
許
可
を
得
て
い

る
こ
と
、
併
せ
て
こ
の
絵
は
が
き
の
提
供
者
で
あ
る
石
田
晃
浩
氏
の
許
可
を
得

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

2 

馬
場
信
行
「
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
京
浜
電
気
鉄
道
に
よ
る
羽
田
穴
守
海

水
浴
場
施
設
の
運
営
実
態
及
び
集
客
戦
略
の
研
究
」（
公
益
法
人
日
本
都
市
計

画
学
会『
都
市
計
画
論
文
集
』 vol. 52 

N
o. 3 

２
０
１
７
年
10
月
）

3 

前
掲
書
「
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
京
浜
電
気
鉄
道
に
よ
る
羽
田
穴
守
海
水

33

34

浴
場
施
設
の
運
営
実
態
及
び
集
客
戦
略
の
研
究
」 p. 359

4 

前
掲
書『
月
刊
お
と
な
り
さ
ん
』 p. 11

5 

青
木
武
雄
『
報
知
七
十
年
』
１
９
４
１
年 

報
知
新
聞
社 p. 55 

「
明
治
四
十
四

年
＝
七
月
九
日
」の
項
目
記
事
に
よ
る
。

6 

岡
田
智
秀
・
横
内
憲
久
・
福
田
朗
大
「
海
の
利
用
の
変
遷
か
ら
み
た
大
田
区
臨

海
部
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
」（『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
講
演
集
』  

N
o. 6 

２
０
１
０
年
12
月
）

7 

『
読
売
新
聞
』東
京
版 

明
治
四
十
四（
１
９
１
１
）年
7
月
10
日 

月
曜
日

8 

「
ク
イ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
機
能
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
のO

ffi
ce 365

に
付
加
さ

れ
て
い
る
機
能
で
あ
る
と
本
学
情
報
セ
ン
タ
ー
よ
り
ご
教
示
を
受
け
た
。
出
典

が
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
あ
る
の
で
、
二
〇
一
九
年
十
月
作
成
時
の
も
の
で
あ
る

こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

9 

『
地
震
』第
2
集
第
22
巻（
１
９
６
９
） 253–255

頁
に
よ
る
。

10 

『
地
震
』第
2
輯
第
23
巻（
１
９
７
０
） 335–336

頁
に
よ
る
。

11 

津
田
梅
子
の
資
料
と
し
て
目
を
通
し
て
い
る
も
の
は
、『
津
田
梅
子
文
書
』（
津

田
塾
大
学
１
９
８
０
年
）、
吉
川
利
一
『
津
田
梅
子
』（
昭
和
5
年
2
月 

婦
女
新

聞
社
、
１
９
９
０
年 

中
公
文
庫
）、
山
﨑
孝
子
『
津
田
梅
子
』（
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
７
月 

吉
川
弘
文
館
）、
大
庭
み
な
子
『
津
田
梅
子
』

（
１
９
９
０
、２
０
１
９
年 

朝
日
文
庫
）な
ど
。

12 

前
掲『
津
田
梅
子
文
書
』年
表 p. 546

、
前
掲
書
、
山
﨑
孝
子『
津
田
梅
子
』 p. 

107

、
略
年
譜 p. 296

、
真
部
美
佐
「
昭
憲
皇
太
后
と
華
族
女
学
校
―
設
立

及
改
革
に
果
た
し
た
皇
太
后
の
役
割
を
中
心
に
」２
０
０
６
年 

『
書
陵
部
紀
要
』

58

号 

宮
内
庁
書
陵
部 p. 44

13 

「
下
田
歌
子
小
伝
」
は
昭
和
57
年
実
践
女
子
学
園
が
制
作
し
た
小
冊
子
。
製
作

当
初
は
学
園
が
学
生
生
徒
に
配
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
一
般

社
団
法
人
教
育
文
化
振
興
実
践
桜
会
が
、
新
入
生
に
配
布
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
現
在
は
、
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。

漫
画
『
き
ら
り 

う
た
こ
」
が
現
在
学
園
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、「
小
伝
」

に
換
わ
る
も
の
は
な
い
状
況
に
あ
る
。
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14 

『
下
田
歌
子
先
生
伝
』（
昭
和
18
年
10
月 

故
下
田
校
長
先
生
傳
記
編
纂
所 

財

團
法
人
帝
國
婦
人
協
會
實
踐
女
學
校
内
） p. 183

15 
『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』平
成
13（
２
０
０
１
）年
3
月 p. 12–19

16 
下
田
資
歌
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
資
料
番
号876

・877

17 

前
掲
書
『
津
田
梅
子
文
書
』
年
表
、
前
掲
書
、
山
﨑
孝
子
『
津
田
梅
子
』  

p. 107–109 

前
掲
書
、
大
庭
み
な
子『
津
田
梅
子
』 p. 118

18 

前
掲
書
、
山
﨑
孝
子『
津
田
梅
子
』 p. 110

、
略
年
譜 p. 296–297

19 

前
掲
書
、
山
﨑
孝
子『
津
田
梅
子
』 p. 114–115

20 

前
掲
書
、
山
﨑
孝
子『
津
田
梅
子
』 p. 115

21 

加
藤
靖
子「
華
族
女
学
校
を
め
ぐ
る
政
治
」『
大
学
史
研
究
』第
28
号（
２
０
１
９

年
11
月
、
大
学
史
研
究
会
）
に
は
、
も
っ
と
具
体
的
な
政
治
的
動
向
が
記
述
さ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
締
切
後
に
著
者
よ
り
抜
刷
恵
贈
を
受
け
た
の
で
、
こ
こ
で

は
紹
介
に
留
め
る
。

22 

前
掲
書
、
真
辺
美
佐
「
昭
憲
皇
太
后
と
華
族
女
学
校
―
設
立
及
改
革
に
果
た
し

た
皇
太
后
の
役
割
を
中
心
に
」２
０
０
６
年『
書
陵
部
紀
要
』58
号
、p. 48

23 

奥
田
実
紀『
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
文
化
史
』（
２
０
０
７
年　

白
水
社
）に
よ
れ

ば
、
森
鴎
外
は「
タ
ー
タ
ン
を
使
っ
て
身
分
と
性
格
を
に
お
わ
し
た
」と
し
、
そ

の
例
に
『
青
年
』
の
高
畠
詠
子
を
あ
げ
て
い
る
。
主
人
公
純
一
に
と
っ
て
、
詠

子
は
、「
偉
く
、
賢
く
英
雄
の
よ
う
に
思
え
」
る
女
性
で
あ
り
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
て
い
る
タ
ー
タ
ン
は
、「
経
済
性
、
地
位
、
実
力
、
流
行
の
先
端
を
い
く

東
京
を
総
合
し
た
ま
さ
に
ト
ッ
プ
の
風
格
を
表
現
し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
明
治
期
の
」
タ
ー
タ
ン
は
、
高
級
で
貴
族
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
高
畠
詠
子
は
、
下
田
歌
子
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
や
は
り「
豪
華
」で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

24 

前
掲
書
、
大
庭
み
な
子『
津
田
梅
子
』 p. 165–166

・p. 168

25 

前
掲
書
、
山
﨑
孝
子『
津
田
梅
子
』 p. 117

26 

前
掲
書
、
大
庭
み
な
子『
津
田
梅
子
』 p. 168–170

27 

原
武
史『
皇
后
考
』２
０
１
５
年
講
談
社
、
２
０
１
７
年
講
談
社
学
術
文
庫

28 

前
掲
書
、
原
武
史『
皇
后
考
』 p. 135–138

29 

前
掲
書
、
原
武
史『
皇
后
考
』 p. 164–168

30 

原
は
『
日
本
政
治
思
想
史
』（
２
０
１
７
年
放
送
大
学
教
材
）
で
も
、
同
様
の
内

容
を
述
べ
て
い
る
。（p. 170–172

）

31 

小
林
修
「
下
田
歌
子
の
宮
中
出
仕
と
〝
歌
子
〟
名
下
賜
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
歌

子
』第
19
号（
加
藤
裕
一
教
授
退
職
記
念
号
）２
０
１
１
年
３
月

32 

小
林
修
「
下
田
歌
子
の
宮
中
出
仕
と
歌
子
名
下
賜
前
後
の
考
察
」（『
明
治
聖
徳

記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
50
号
）、
小
林
修
「
上
京
以
前
の
下
田
歌
子
―
父
・
平
尾

鍒
蔵
筆
「
己
巳
九
月
備
忘
の
記
」
よ
り
―
」『
実
践
女
子
大
学
下
田
歌
子
記
念
女

性
総
合
研
究
所 

年
報
』第
5
号 

２
０
１
９
年
3
月

33 

藤
井
忠
俊
『
国
防
婦
人
会
―
日
の
丸
と
カ
ッ
ポ
ウ
着
―
』
１
９
８
５
年
４
月 

岩

波
新
書

34 

原
武
史
『〈
女
帝
〉
の
日
本
史
』（
２
０
１
７
年
10
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
）
に
は
、

女
性
天
皇
や
皇
后
、
女
性
権
力
者
に
触
れ
る
中
で
春
日
局
も
項
目
に
上
が
っ
て

い
る
。
原
が
、
終
章
で
「
な
ぜ
女
性
の
政
治
参
加
が
進
ま
な
い
の
か
」
と
い
う

項
目
を
立
て
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
下
田
歌
子
を
考
え
、
日
本
の
女
性
を
考

え
る
上
で
、
大
変
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

付
記

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
十
月
五
日
一
般
社
団
法
人
教
育
文
化
振
興
実
践
桜
会
の
秋
季

運
営
委
員
会
講
演
会
に
お
い
て
、「
下
田
先
生
再
入
門
」
と
題
し
て
講
演
し
た
内
容
に

基
づ
い
て
い
る
。

（
た
か
せ
・
ま
り
こ
／
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

兼
務
研
究
員
・
部
門
長

短
期
大
学
部
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

教
授
）
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Utako Shimoda chronological history study from Umeko Tsuda material and others

TAKASE Mariko

The problems for thinking of Study of the chronological history of Utako Shimoda. First the name 

of an era and a problem of changing the name of an era. Second, the relation between a lunar calendar 

and a solar calendar. About the achievements about the 31-syllable Japanese poem (modern tanka) of 

Utako, proof is not accomplished enough this is not proved enough and there are also no indexes of her 

tanka. I also have to see the relation between Utako Shimoda and the empress of the Taisho Era as well as 

a relation between Utako Shimoda and the empress of the Meiji Period. From the news of Umeko Tsuda 

and Hirobumi Ito, I know movement of Shimoda. In addition, Shimoda might be rolled up in political 

movement. It’s possible to think Utako Shimoda had her own special viewpoint in the Meiji Taisyo period. 

We can say that she was a pioneer of gender-equal society.


